






















































スト Anglicist）との間で、論争が 18 世紀末から 19 世紀はじめにかけて起こった。前者はウィリアム・
ジョーンズ（William Jones 1746-94）の「サンスクリットの発見」（1789 年）などを背景として起こっ
たインドの伝統文化の再評価という面もあった。
最終的に、この論争は初代インド総督ベンティンク（William Henry Cavendish Bentinck 1774-1839）
によって終止符を打たれた。法務担当相マコーレー（Thomas Babington Macaulay 1800-59）は 1835




















































9 月 4 日、ボンベイから船でイギリスへと向かった。二等船室の乗客は、同行したマジュムダールという
知りあい以外は、すべてイギリス人で、ガーンディーは彼らのことばが理解できなかった。2 ヶ月弱の船












1890 年 6 月 11 日、弁護士（barrister）資格を取得し、高等法院に登録し、翌日、帰国の途についた。

















た。ガーンディーは 1893 年の 5 月にダーバンに到着して以来、その後何度か一時的にインドに戻っ




























第 1 回ヒラーファト大会に参加し、そこで初めて「非協力」という戦術を思いついたという。1921 年に





その結果、禁固 6 年という判決を受け、ヤラワダー（イェラヴァダーとも表記される Yeravda）中央刑
務所に収監された。1924 年、虫垂炎の手術を受けるためにプネーの病院に移送された。病気が快復する
前に、6 年の刑期を待たず無条件釈放されることになった。


















1 月 4 日）には逮捕され、再びヤラワダー（イェラヴァダー）中央刑務所に収監されてしまった。
1932 年 8 月、イギリス首相マクドナルドが選挙制度に「コミュナル裁定」を下した。それは、カース
トに属するヒンドゥー教徒とその外側に置かれた不可触民を、別の選挙区にするというものであった。そ
れに抗議してガーンディーは獄中で断食を開始したが、会議派の指導者と不可触民の指導者アンベードカ






















Army）を組織していた。インド国民軍は、チャンドラ・ボース（Subhas Chandra Bose 1897-1945）
が司令官だったということもあり、1942 年には 5 万人の勢力を集めたと言われている。イギリス政府
は危機感を募らせ、1942 年 3 月、クリップス使節団をインドに派遣し、インド側各派の指導者と会談




カーン・パレスに隔離され、1944 年 5 月に釈放された。1945 年 8 月、第二次世界大戦が集結を迎えたが、
インド国内は騒乱の渦中にあった。1946 年 3 月、ムスリム連盟はムスリム国家（後にパーキスターンへ
と発展する）の樹立を決議し、8 月 16 日を「直接行動の日」と定めた。カルカッタ（現コルコタ）では、
ヒンドゥー・ムスリムの間で大量虐殺・放火・婦女暴行・掠奪・誘拐が行われ、4 日間続いた騒乱の結果、
























































Question of a National Language）」という文章が引用されており、手書きの実例の見本として示されて
いるガーンディーの筆跡を見ると、グジャラーティー文字と同様単語の上の横線を書いていない。

























ガーンディーが陳情のためにケープタウンを出航してイギリスへ向かったのは、6 月 21 日だった。先















































　・「古代と現代の教育に関するアラーハーバードでのスピーチ」（1916 年 12 月 23 日）。
　・「全インド共通文字、共通言語会議、ラクナウ」（1916 年 12 月 29 日）。
　　このラクナウでの会議では、議長としての演説もヒンディー語で行っており、また、インタヴューも
ヒンディー語で受け答えしている。
　・「ヒンディー語を話すことについて」（1917 年 5 月 28 日、複数の新聞社に送った投稿）。
もちろん、英語を使わざるをえない場面が少なくなかった。たとえば、ベナレス・ヒンドゥー大学の開







「国語（national language）」に関するガーンディーの考えが、明確に示されたのは「第 2 回グジャラー
ト教育会議におけるスピーチ」（1917 年 10 月 20 日）というグジャラーティー語でなされたものである。























































議派の第 34 回大会に関して、述べた『ヤング・インディア』（1920 年 1 月 7 日、英語）の中では、タミ
ル語話者への譲歩するものになっている。（なお、ほぼ同趣旨のものが、グジャラーティー語の『ナヴァジー
ヴァン』1 月 11 日号にも掲載されているが、マドラース管区に関する部分は述べられていない）。
マドラースでの英語使用に関するガーンディーの主張を見る前に、この記事の他の部分を見ておこう。
議長であったモーティラール・ネールー（ジャワハルラール・ネルーの父）の長い演説は、英語でなされた。
15,000 人にもなろうとしていた聴衆の 7 分の 1 はまったく理解できずに退屈していた。フールスキャッ





















動したいなら、ヒンディー語を身につけることは必須であるとまで述べている。丁寧にも、1 日 1 時間学
習すれば、1 年でヒンディーが身につくと述べている。この話は 1 月 21 付の『ヤング・インディア』で
も繰り返されている。さらにまた、これはエスカレートして、「1 日 3 時間学習すればドラヴィダの土地
の人びとでも 3 ヶ月で簡単に身につけられる」と繰り返して述べている（『ヤング・インディア』1927








ディーのこの考えに沿うように、会議派は 1920 年 12 月 26 日～ 31 日に開催された第 35 回大会（ナー
グプル大会。ナーグプルは現マハーラーシュトラ州の都市）で、インド国民会議派の議事（proceedings）は、
今後できるだけ「国語（national language）」すなわちヒンディー語・ヒンドゥスターニー語によって行



















































すでに見たように、1919 年～ 22 年のイギリスへの非協力運動が盛り上がる中で、チョウリ・チョウ
ラ事件に衝撃を受け、ガーンディーは運動の停止を宣言した。運動は後退局面を迎え、ガーンディーは逮























ニー語で演説をしたことは、理解に苦しむ（1929 年 3 月 9 日。その内容は英訳されて『ヤング・インディ





切り替えた」とある『ハリジャン』1933 年 11 月 17 日。「ナーグプルでの学生集会でのスピーチ」）。南
インドではなおさらで、アレッピー（南インド・トラヴァンコール藩王国、現ケーララ州、ドラヴィダ系
のマラヤーラム語地域）でも、ガーンディーがヒンディー語で始めた演説を、途中から英語に切り替えた
という注記がある（『ハリジャン』1934 年 1 月 26 日、日刊紙『ヒンドゥー』1 月 21 日。スピーチその




及がかなり進んでいることが示されている。たとえば、マドラースでは 1931 年から 1935 年までの間に
70 冊のヒンディー語の本が出版され、80 万部も発行されたという。また、17 年前（この団体が発足し
たとき）にはヒンディー語を教える学校は 1 校しかなかったのに、1935 年には 70 のハイ・スクールで
















































ターニー語という名称で「国語（national language）」を構想するようになる。それは、「Hindi ＋ Urdu
























































４）森本達雄『ガーンディー』（「人類の知的遺産 64」、講談社、1981 年）137 頁。
５）17 世紀はじめに、ムガル帝国の 4 代皇帝ジャハンギール（Jahangir, 1569-1627）との交渉のため
にインドを訪れた、サー・トーマス・ロウ（Sir Thomas Roe）の苦闘ぶりをはじめ、当時の状況
に関しては、Cohn, Bernard S., Colonialism and It’s Forms of Knowledge, Princeton University Press, 
1996. に描かれている。
６）Young, G.M.(ed). (1935, rpt.1952). Speeches by Lord Macaulay. Oxford University Press.1935 
(rpt.1952), p.359.

















14）原本は散逸しているようだが、1888 年 11 月 12 日という日付のものが、全集には収録されている。
全集の注によれば、120 頁くらいあったとのことである。














20）ここでは national language をあえて「国語」と訳しておいた。「民族語」・「国民語」なども考えられ
るが、ガーンディーの主張する national language は、「民族」という概念とは異なる。また、「一つ
のインド」を希求してやまなかったガーンディーの「インド」は国家というのともやや異なっている。
そこで、あえてあいまいな「国語」を採用した。
21）Das Gupta, Bidhu Bhusan, Learn Hindi Yourself, Das Gupta Prakashan, 1975.







23）Orsini, Francesca, The Hindi Public Sphere 1920-1940, Oxford University Press, 2002, pp.138-9.





ド国民会議の 1896 年の大会で歌われて以来、独立運動の中でしばしば歌われた。現在は、国歌（Jana 
Gana Mana ラビンドラナート・タゴール作）と同様の地位を与えられている。ある年鑑は、「ジャ
ナ・ガナ・マナ」を「国歌（National Anthem）」、「バンデー・マータラム」を「国民の歌（National 
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